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新年度がスタート  

新１年生の皆さん、入学おめでとうございます。新２年生、新３年生の皆さん、

進級おめでとうございます。新しい仲間や先生方との出会い、新しいクラス、新

しい教室での生活が始まり、いよいよ金沢錦丘中学校の令和２年度がスタートし

ました。 

 

 本校では、６年間で最高の自分をみつけよう、「Find Your Max！」を合い言

葉に、将来、国内だけでなく、国外でも活躍できる人、社会に貢献できる人を目

指し、早い段階から自分の叶えたい夢や目標を見つけ、その実現のために、これ

からの社会で求められる様々な「力」を身に付けることに取り組んでいます。 

 

 新しい学年をスタートするにあたり、皆さん一人一人が、夢の実現に向けて、

今年度はどんな１年にしようと思っているのか、しっかり考え、目標を定め、見

通しを立て、目的意識を持つこと、そして、自ら積極的に行動し、主体的に学ぶ

こと、これらを通して夢の実現に必要な力を身に付けていってほしいと思います。 

 

 皆さん一人一人が健やかに成長するとともに、他と協力し合い、よりよい学校

生活を自らの手で創り上げていく、そんながんばる皆さんを応援しています。 

 

一日一日を大切に  

お天気博士の倉嶋厚さんは、著書に「戸惑う四月」という題で、｢四月よ、四

月はいったい自分でどうしたらよいのか分からないでいるのだ｣という意味のド

イツの童謡をとりあげています。四月は、天候がめまぐるしく変わりやすいこと

や、入学や進学、就職といった環境の変化もあることから、人の心も体も、どう

したらよいのか分からない状態になることが多いようです。 

 

皆さんはどうですか。戸惑っていませんか。今年は、これに新型コロナウィル

スの感染拡大まで加わり、戸惑うどころか社会全体が大変不安定な状況になって

います。学校も始まったと思ったらいきなり休校です。  

 

ですが、今回のように先の事が見えない、想像がつかないこんな時だからこそ、

一人一人が気持ちを強く持ち、何をすべきか、どうすれば良いのか、自ら考え、

自ら行動することが必要です。 

皆さんもこの休校中に、３点固定に努めるなど自らを律し、自らの学びを進め、

心身のコンディションを整え、持続可能でよりよい学習習慣や生活習慣を確立し

てほしいと思います。一日一日を大切に過ごしてください。 

 

５月の休校開けには、充電したパワーを思う存分発揮し、何事にも積極的に活

動する姿を期待しています。 

校長 
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